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1 はじめに
　近年，電子メールは爆発的に普及している．現在，
計算機の用途はメールと WWWがほとんどであり，
計算機でメールを利用している人は国内で約 4300万
人と非常に多数である [1]．また，メールは携帯電話
でも広く利用されており，現在携帯電話でメールを利
用している人は約 5400万人 (約 2人に 1人)にのぼる
[2]．携帯電話のメールは主に雑談や短い挨拶のやり取
りなど，インフォーマルな用途に利用されており，電
子メールの利用形態はデバイスに合わせて変化しつつ
ある．
　ここで，近年新たなコンピュータの利用形態として，
ユーザが計算機を常に身に付けて持ち運ぶウェアラブ
ルコンピューティングに注目が集まっている．ウェア
ラブルコンピューティングは，従来の計算機の利用形
態と比較して次の 3つの特徴をもつ [3]．

• ハンズフリー : コンピュータを身体に装着して
いるため，常に両手が使用できる．

• 常時電源ON :コンピュータは常に電源が入って
おり，使用したい時にすぐ使用できる．

• 生活密着 : 常にコンピュータを装着した状態で
日常生活を行う．

　これらの特徴を考慮すると，固定計算機から携帯電
話へのデバイスの変化によってメールの利用形態が変
化したように，携帯電話からウェアラブルコンピュー
タへのデバイスの変化によって新たなメールの利用方
法が生まれると考えられる．そこで本研究では，ウェ
アラブルコンピューティング環境のためのメールシス
テム「Aware-Mail(Active Wearable system Applying
Rule-based Engine for Mail)」を提案する．Aware-
Mailはウェアラブルコンピューティングの特徴を生か
し，「ルールベースメール処理」，「コマンドメール」，
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「メールベース P2P」の 3つの機能をもつ．提案シス
テムを用いることで，ウェアラブルコンピューティン
グ環境における新たなコミュニケーションを可能とす
る便利なメールシステムが実現できる．以下，2章で
システムの設計について説明し，3章で実装について
述べる．4章でシステムの利用例について述べ，最後
に 5章でまとめを行う．

2 システムの設計
　Aware-Mailは次の 3つの機能をもつ．

• ルールベースメール処理
あらかじめ記述しておいたルールを用いてメール
の自動処理を行う．

• コマンドメール
テキストメールを送るだけでなく，様々な処理を
可能にするコマンドメールを送受信する．

• メールベース P2P
メールをデータ送受信に用いた P2P機能により，
データ共有を可能にする．

　以下でこれらの機能の詳細について述べる．

2.1 ルールベースメール処理

　ウェアラブルコンピューティングでは，常にコンピ
ュータが動作しており，各種のセンサを用いてユーザ
の状態が取得できる．したがって，計算機の使用状況
や場所に応じたメールの通知方法の変更，ユーザの健
康状態が悪い時のメール自動返信といったサービスの
提供が望まれる．
　このような機能を実現するためには，突発的な事象
の発生に応じて様々な処理を行う必要がある．そこで
本システムでは，ECAルールを用いてサービスを記
述する．ECAルールはデータベース技術の 1つである
アクティブデータベースの動作記述言語であり，発生
する事象 (Event)，実行するための条件 (Condition)，
実行する操作 (Action)の 3つを 1組として記述する
[4]．ECAルールの記述例として，計算機の使用状況
に応じてメールの通知方法を変更する例を図 1に示
す．ルール 1はメールを受信した時にユーザがちょう
ど計算機を使用していればメールの内容をポップアッ
プ画面で表示するルール，ルール 2はメールを受信し
た時にユーザが計算機を使用していなければメールの

5－207

5T4B-1 情報処理学会第65回全国大会



� �
[ルール 1]

E : メールを受信
C : 1分以内にキーボード・マウス操作あり
A : メールの内容をポップアップ画面で表示

[ルール 2]

E : メールを受信
C : 1分以上キーボード・マウス操作なし
A : メールの内容を音声で読み上げる

� �
図 1: ルールベースメール処理の例

表 1: イベント及びアクションの一覧

イベント
名称 内容

DB SELECT データベースのデータ参照
GPS MOVE GPS による移動検出

NET RECEIVE データ受信
CMN TIMER タイマの発火

CMN ANSWER 選択ボタンの押下
SMTP SEND メール送信完了

POP RECEIVE メール受信
MAIL UNSEAL メール開封

アクション
名称 内容

DB QUERY データベース操作
NET SEND データ送信

CMN SET TIMER タイマの設定
CMN ADD RULE ルールをシステムに追加

CMN REMOVE RULE ルールをシステムから削除
CMN ALERT メッセージの表示

CMN SHOW QUESTION 選択ボタンの表示
SMTP INIT メールサーバの設定
SMTP SEND メール送信
POP INIT メールアカウント・パスワードの設定

POP CHECK 新着メールのチェック

内容を音声で読み上げるルールである．Aware-Mail
で利用できるイベント及びアクションの一覧を表 1に
示す．これらのイベント及びアクションを利用して多
様なサービスが実現できる．

2.2 コマンドメール

　ウェアラブルコンピューティングでは，文字入力や
ポインティング操作が困難であるという制限がある．
そこで，メール送信者がコマンドをメールに添付して
送信することで，はい/いいえ，3択など選択式で簡
単にメールが返信できるようにする．コマンドメール
は，ECAルールが添付されたメールを送信し，受信
側でそのルールを実行することで実現できる．コマン
ドメールの例を図 2に，メールに添付されているルー
ル例を図 3に示す．コマンドルール 1は同窓会の出欠
確認メールを開封した時，はい/いいえボタンを表示
するルール，コマンドルール 2は「はい」ボタンを押
した時，出席メールを返信しルールを削除するルール，
コマンドルール 3は「いいえ」ボタンを押した時，欠
席メールを返信しルールを削除するルールである．

図 2: コマンドメール
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[コマンドルール 1]

E : 同窓会の出欠確認メールを開封
A : YES/NOボタンを表示

[コマンドルール 2]

E : YESボタンを押下
A : 出席メールを返信

ルールを削除

[コマンドルール 3]

E : NOボタンを押下
A : 欠席メールを返信

ルールを削除
� �
図 3: コマンドメールに添付されているルール

　コマンドメールは ECAルールを添付したメールで
あるため，返信を選択式にするだけでなく，様々な機
能をもつ ECAルールをコマンドメールとして送るこ
とが可能である．

2.3 メールベース P2P

　近年，サーバをもたないP2P型の情報共有システム
への注目が集まっている．P2P情報を交換する場合，
相手が常にネットワークに繋がっているとは限らない
ため，各端末間の通信に非同期通信であるメールを用
いることが有効である．そこで情報の要求や収集など
全てのやり取りをメールで行うメールベース P2P機
能を実現した．メールベース P2Pの動作を図 4に示
す．ユーザが何らかの情報を要求する場合，自動的に
アドレス帳データベースを検索し，P2P情報を送信し
てもよい相手に対して情報要求メールを送る．情報要
求メールには，要求された情報をもっていればその情
報を添付したメールを自動返信し，もっていなければ
アドレス帳を利用してさらに別の宛先に情報要求メー
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OKooo@ppp.qqqD

NGxxx@yyy.zzzC

OKaaa@bbb.cccB

P2Pアドレス名前

Aのアドレス帳データベース

情報付メール

情報要求者

メール受信者A

メール受信者Cメール受信者B メール受信者D

拡散 拡散 拡散

情報要求メール

要求された情報を所有

図 4: メールベース P2Pの動作
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[情報要求ルール 1]

E : メールを受信
C : 要求された情報をもっている
A : 情報を添付したメールを返信

ルールを削除

[情報要求ルール 2]

E : メールを受信
C : 要求された情報をもっていない
A : アドレス帳を利用して別の宛先に

情報要求メールを拡散
� �

図 5: 情報要求メールに添付されるルール例

ルを拡散させるという内容が記述されている．メール
ベース P2P機能によって，広範囲のユーザから情報
を獲得できる．
　この機能は，コマンドメールを用いて実現している．
情報要求メールに添付されるルール例を図 5に示す．
本機能における情報のやり取りはユーザには見えない
ため，セキュリティ管理が重要である．

3 実装

　Aware-Mailのプロトタイプシステムを実装した．
実装には，筆者らの研究グループで提案しているウェ
アラブルコンピュータのためのルール処理エンジン
「A-wear」[5]を用い，A-wearのプラグインという形
で Aware-Mailの機能を実現した．システムを利用し
ている様子を図 6に示す．
　実装は Microsoft社の Visual C++ 6.0 Enterprise

Editionを使用し，SONYのPCG-505RX上で行った．
また，データベースには Microsoft社の Accessを用
いた．A-wearは XML形式を用いて ECAルールを記
述する．図 3に示したコマンドルール 1，2，3を実際
に XML形式で記述した例を図 7，図 8，図 9に示す．

図 6: システムを利用している様子
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<ECARULE ID="Display_Alternative">

<EVENT TYPE="MAIL_UNSEAL" />

<CONDITION>

<CITEM TYPE="==">

DB.Receive_AttachmentBox.FILE_PATH

MAIL_NUMBER = %NEW.MAIL_NUMBER%,’同窓会.xml’

</CITEM>

</CONDITION>

<ACTION>

<AITEM TYPE="CMN_SHOW_QUESTION">

(1,’ 大阪大学の同窓会を行います。\n

日時は 2004 年 1 月 1 日の予定です。\n

出席されますか？’)

</AITEM>

</ACTION>

</ECARULE>

� �
図 7: コマンドルール 1

4 システムの利用例
　システムの利用例として，次のようなシナリオを考
える．

• ユーザは大阪府吹田市にある万博記念公園内の建
造物「太陽の塔」の画像を撮影したいが，病気で
行けない．

• 情報要求メールを送信する．

• 送信先の現在位置が万博記念公園近辺でなければ
その人のアドレス帳を利用して別の宛先に情報要
求メールを拡散させ，万博記念公園近辺であれば
その人の健康状態が画像を撮影しに行ける状態か
どうかをチェックする．

• 健康状態が悪ければ同様に別の宛先に情報要求
メールを拡散させ，良ければ画像を撮影してもら
うように要求する．
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<ECARULE ID="Send_AttendanceMail">

<EVENT TYPE="CMN_ANSWER" />

<CONDITION>

<CITEM TYPE="?">

NEW.RESULT

</CITEM>

</CONDITION>

<ACTION>

<AITEM TYPE="SMTP_SEND">

’naoki@ise.eng.osaka-u.ac.jp\, 同窓会の出欠の
返事\, 出席します。\,Nothing;’

</AITEM>

</ACTION>

</ECARULE>

� �
図 8: コマンドルール 2
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<ECARULE ID="Send_AbsenceMail">

<EVENT TYPE="CMN_ANSWER" />

<CONDITION>

<CITEM TYPE="!">

NEW.RESULT

</CITEM>

</CONDITION>

<ACTION>

<AITEM TYPE="SMTP_SEND">

’naoki@ise.eng.osaka-u.ac.jp\, 同窓会の出欠の
返事\, 欠席します。\,Nothing;’

</AITEM>

</ACTION>

</ECARULE>
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図 9: コマンドルール 3

• タイマを設定し，一定時間おきに要求した画像が
存在するかどうかをチェックする．

• 存在すればその画像を添付したメールを自動的に
返信させる．

　以上のシナリオを実現するルールを図 10に示す．情
報要求ルール 1はこのメールを受信した時に現在位置
が万博記念公園近辺ではない，またはユーザの体温が
37℃以上であればアドレス帳を利用して別の宛先に
情報要求メールを拡散させるルール，情報要求ルール
2はこのメールを受信した時に現在位置が万博記念公
園近辺であり，かつユーザの体温が 37℃未満であれ
ば画像の撮影を要求し，タイマを設定するルール，情
報要求ルール 3はタイマが発火した時に要求した画像
が存在すれば画像を添付したメールを返信させ，タイ
マとルールを削除するルールである．

5 まとめ
　本稿では，ウェアラブルコンピューティング環境の
ためのイベント駆動型メールシステム「Aware-Mail」

� �
[情報要求ルール 1]

E : このメールを受信
C : 現在位置が万博記念公園近辺ではない

またはユーザの体温が 37℃以上
A : アドレス帳を利用して別の宛先に

情報要求メールを拡散

[情報要求ルール 2]

E : このメールを受信
C : 現在位置が万博記念公園近辺である

かつユーザの体温が 37℃未満
A : 画像の撮影を要求

タイマを設定

[情報要求ルール 3]

E : タイマ発火
C : 要求した画像が存在
A : 画像を添付したメールを返信

タイマ・ルールを削除
� �
図 10: 「太陽の塔」の画像を獲得するルール

について述べた．提案システムがもつルールベース
メール処理，コマンドメール，メールベース P2Pの
各機能を利用することで，ウェアラブル環境における
新たなメールコミュニケーションが可能となる．
　今後はルール送受信時にセキュリティを確保する方
式について考察し，実装を行う予定である．
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